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は
じ
め
に
　
　

　
本
論
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
英
領
マ
ラ
ヤ
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ル
で

発
行
さ
れ
た
マ
レ
ー
語
紙
『
マ
ジ
ュ
リ
ス
（M

ajlis

）』
の
分
析
か
ら
、

マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
と
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
１
）
が

ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
を
分
析
す
る
試
論
で
あ
る
。

　
ム
ラ
カ
（
マ
ラ
ッ
カ
）
海
峡
を
挟
ん
だ
マ
レ
ー
半
島
と
ス
マ
ト
ラ

島
は
、
歴
史
を
通
じ
て
一
つ
の
海
域
世
界
を
な
し
た
。
こ
の
両
岸
を

つ
な
い
だ
の
が
マ
レ
ー
人
で
あ
り
、
彼
ら
が
話
す
マ
レ
ー
語
は
地
域

の
共
通
語
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
十
九
世
紀
後
半
以
降
、
マ
レ
ー
半

島
は
イ
ギ
リ
ス
、
ス
マ
ト
ラ
島
は
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
る
植
民
地
化
が
進

め
ら
れ
、
政
治
的
に
分
割
さ
れ
た
。
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
展
開
さ
れ

た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
、
両
地
域
で
別
個
の
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の

た
め
、
植
民
地
化
以
降
の
歴
史
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
論
じ
ら
れ
、

関
係
性
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
視
野
に
い
れ
て
マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
考
え
る
と
き
、
二
つ
の
論
点
が
生
じ
る
。
第
一
に
は
、
マ

レ
ー
人
と
い
う
民
族
集
団
の
広
が
り
と
マ
ラ
ヤ
と
い
う
植
民
地
領
域
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の
不
一
致
で
あ
る
。
マ
レ
ー
人
が
ム
ラ
カ
海
峡
両
岸
を
行
き
来
す
る

人
び
と
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
し

て
の
マ
レ
ー
人
は
ど
の
よ
う
に
切
り
取
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
近

年
、「
マ
レ
ー
人
性
（M

alayness

）」、
す
な
わ
ち
マ
レ
ー
人
と
は

誰
か
と
い
う
問
い
が
重
要
な
研
究
課
題
と
な
っ
て
い
る
（
２
）
。
マ
ラ
ヤ
に

お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
で
、
流
動
的
な
人

間
集
団
と
領
域
枠
組
み
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
で
き
る
。

　
第
二
に
は
、
マ
ラ
ヤ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
関

係
性
で
あ
る
。
マ
ラ
ヤ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
言
語
・
文
化
的
な
親
近

性
に
着
目
し
、
政
治
的
境
界
を
越
え
た
統
合
を
志
向
す
る
勢
力
が
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
マ
ラ
ヤ
の
場
合
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
統

合
を
主
張
し
た
「
マ
レ
ー
人
左
派
（M

alay Left
）」
が
こ
れ
に
あ

た
る
（
３
）

。
た
だ
し
、
左
派
は
結
果
的
に
多
数
派
の
支
持
を
得
る
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
の
ち
の
マ
ラ
ヤ
の
独
立
を
主
導
し
た
マ

レ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
主
流
派
に
関
す
る
議
論
は
、
も
っ
ぱ
ら

マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
お
よ
び
宗
主
国
の
イ
ギ
リ
ス
と

の
関
係
に
限
定
さ
れ
、
彼
ら
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
ど
う
み
て
い
た
の

か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
（
４
）
。

　
そ
こ
で
本
論
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
マ
レ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
を
代
表
す
る
新
聞
の
一
つ
で
あ
っ
た
『
マ
ジ
ュ
リ
ス
（M

ajlis

）』

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
関
す
る
論
説
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
認
識
に
つ
い

て
分
析
す
る
。
同
紙
は
、
一
九
三
一
年
に
現
在
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
首

都
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ル
で
創
刊
さ
れ
た
マ
レ
ー
語
紙
で
あ
っ
た
。
同

紙
の
編
集
者
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
ヒ
ム
・
カ
ジ
ャ
イ
（Abdul R

ahim
 

K
ajai

）
は
、
マ
レ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
論
陣
を
張
っ
た
人
物

で
あ
る
。
同
時
に
、
彼
は
ス
マ
ト
ラ
出
身
の
父
を
持
つ
移
民
二
世
で

あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
関
係
も
浅
か
ら
ぬ
人
物
で
あ
っ
た
（
５
）
。

　『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
は
、
言
語
や
都
市
を
ま
た
い
で
さ
ま
ざ
ま
な
他

の
媒
体
を
引
用
し
た
。
マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
語
紙
に
と
ど
ま
ら
ず
、
英

語
紙
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
紙
も
参
照
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時

期
の
新
聞
は
頻
繁
な
相
互
参
照
が
特
徴
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
一
つ

の
言
論
空
間
を
形
成
し
た
（
６
）
。
マ
レ
ー
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
は
ム
ラ
カ

海
峡
の
共
通
語
で
あ
り
、空
間
は
政
治
的
境
界
を
越
え
て
広
が
っ
た
。

両
者
の
参
照
関
係
は
、
マ
ラ
ヤ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
知
識
人

の
相
互
の
関
係
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
本
論
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
節
に
て
、
マ
ラ
ヤ

で
の
マ
レ
ー
人
概
念
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
系
の
人
び
と
の
位
置

づ
け
を
整
理
す
る
。
第
二
節
に
て
、
ム
ラ
カ
海
峡
を
ま
た
い
だ
人
の

移
動
を
マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
語
紙
が
ど
う
と
ら
え
た
か
を
ま
と
め
る
。

第
三
節
に
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
紙
の
引
用
を
と
り
あ
げ
、
マ
ラ
ヤ

と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
政
体
の
違
い
が
双
方
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
越
境
的
な
人

の
移
動
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
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一
　
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
マ
レ
ー
人
概
念
の
重
層
性

　
本
節
で
は
、
英
領
期
の
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
マ
レ
ー
人
概
念
に
つ
い

て
整
理
す
る
。
マ
レ
ー
半
島
は
、
熱
帯
雨
林
帯
に
位
置
し
、
人
口
密

度
の
低
さ
と
海
域
世
界
と
し
て
の
流
動
性
が
社
会
の
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
人
間
集
団
の
枠
組
み
も
ま
た
流
動
的
で
あ
っ
た
。
マ

レ
ー
半
島
は
、
歴
史
的
に
移
民
を
受
け
入
れ
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
地
域

で
あ
っ
た
。
ム
ラ
カ
海
峡
は
東
西
交
易
の
要
衝
で
あ
り
、南
シ
ナ
海
、

イ
ン
ド
洋
か
ら
商
人
を
集
め
て
混
成
社
会
が
形
成
さ
れ
た
。

　「
マ
レ
ー
」
の
原
語
「
ム
ラ
ユ
（M

elayu

）」
と
は
ス
マ
ト
ラ
南

部
の
地
名
で
あ
り
、マ
レ
ー
人
は
ム
ラ
カ
海
峡
両
岸
（
マ
レ
ー
半
島
、

ス
マ
ト
ラ
島
）
を
往
来
す
る
交
易
の
民
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
言
語
・

マ
レ
ー
語
は
海
峡
の
交
易
の
た
め
の
共
通
語
と
な
り
、
外
来
の
商
人

た
ち
に
も
使
用
さ
れ
た
。
と
く
に
、
イ
ン
ド
洋
か
ら
到
来
し
た
イ
ス

ラ
ム
商
人
は
こ
の
地
で
大
き
な
影
響
を
持
っ
た
。
十
五
世
紀
の
ム
ラ

カ
の
繁
栄
以
降
、
島
嶼
部
沿
岸
地
域
に
は
イ
ス
ラ
ム
教
が
広
ま
り
、

民
族
的
に
は
多
様
性
を
保
ち
な
が
ら
、
マ
レ
ー
語
と
イ
ス
ラ
ム
教
を

共
有
す
る
交
易
空
間
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
を
マ
レ
ー
・
イ
ス
ラ
ム
世

界
と
呼
ぶ
。
こ
の
結
果
、
マ
レ
ー
語
を
習
得
し
た
ム
ス
リ
ム
移
民
も

マ
レ
ー
人
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
マ
レ
ー
人
と
い
う
枠
組

み
は
、
多
様
な
出
自
を
持
つ
人
び
と
が
参
入
し
た
た
め
に
流
動
性
を

持
っ
た
。

　
十
九
世
紀
に
マ
レ
ー
半
島
の
植
民
地
化
を
進
め
た
イ
ギ
リ
ス
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発
展
し
た
人
種
（race

）
と
い
う
概
念
を
導
入
し

た
。
こ
こ
で
の
人
種
と
は
、
生
物
学
的
な
概
念
で
は
な
く
、
現
在
の

民
族
に
近
い
社
会
集
団
を
指
す
概
念
で
あ
っ
た
。
植
民
地
行
政
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
た
セ
ン
サ
ス
（
人
口
調
査
）
に
お
い
て
、
人
口
は

人
種
に
分
類
さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
加
え
て
、
マ
レ
ー
人
、
華

人
、
イ
ン
ド
人
が
主
要
な
人
種
の
範
疇
で
あ
っ
た
（
７
）

。
し
か
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
種
も
複
数
の
集
団
か
ら
な
っ
て
い
た
。
マ
レ
ー
人
種
は
、

厳
密
に
は
「
マ
レ
ー
人
と
マ
レ
ー
群
島
の
現
地
人
（M

alays and 
natives of the M

alay Archipelago

）」
と
い
う
分
類
範
疇
で
あ

り
、
マ
レ
ー
人
に
く
わ
え
て
、
ジ
ャ
ワ
人
、
ア
チ
ェ
人
な
ど
マ
レ
ー

群
島
（
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
ほ
ぼ
重
な
る
）
出
身
者
が
含
ま
れ

た
。
マ
レ
ー
人
と
は
、
狭
義
（
地
元
民
と
し
て
の
マ
レ
ー
人
）
と
広

義
（
外
来
者
を
含
め
た
マ
レ
ー
語
話
者
の
ム
ス
リ
ム
）
の
二
つ
の
意

味
を
持
っ
た
。

　
人
種
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
統
治
に
お
い
て
重
要
な
枠
組
み
で

あ
っ
た
。
人
種
ご
と
に
政
策
が
立
て
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
英
領
期
、

マ
レ
ー
半
島
に
は
中
国
、
イ
ン
ド
か
ら
多
数
の
移
民
が
到
来
し
、
マ

レ
ー
人
、華
人
、イ
ン
ド
人
か
ら
な
る
「
複
合
社
会
」
が
形
成
さ
れ
た
。

華
人
、イ
ン
ド
人
は
移
民
労
働
者
と
し
て
管
理
さ
れ
る
一
方
、マ
レ
ー

人
「
現
地
人
」
と
み
な
さ
れ
、「
親
マ
レ
ー
人
政
策
（Pro-M

alay 
policy

）」
と
総
称
さ
れ
る
保
護
の
対
象
と
な
っ
た
（
８
）

。
マ
レ
ー
半
島
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に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
統
治
は
マ
レ
ー
王
権
を
通
じ
た
間
接
統
治
で

あ
り
、名
目
上
は
マ
レ
ー
王
権
が
主
権
者
と
し
た
マ
レ
ー
州（M

alay 
State

）
で
あ
っ
た
（
９
）
。
こ
の
た
め
、
マ
レ
ー
人
は
マ
レ
ー
諸
州
で
は

行
政
的
優
遇
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
政
策
の
名
目
は
現
地
人
を
移
民
か
ら
保
護
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
対
象
と
な
る
マ
レ
ー
人
の
な
か
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
系
の
移

民
が
含
ま
れ
た
。彼
ら
は
、セ
ン
サ
ス
で
定
義
さ
れ
た
公
的
な
マ
レ
ー

人
種
に
含
ま
れ
た
た
め
で
あ
る
。
半
島
西
南
部
の
ム
ラ
カ
海
峡
沿
岸

地
域
は
、
も
と
も
と
ス
マ
ト
ラ
系
の
移
民
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、

十
九
世
紀
に
入
っ
て
も
、
オ
ラ
ン
ダ
の
支
配
拡
大
に
と
も
な
う
ス
マ

ト
ラ
の
混
乱
に
よ
り
、
多
く
の
人
口
流
入
が
起
こ
っ
た
。
二
十
世
紀

に
入
る
と
、
ジ
ャ
ワ
人
が
労
働
者
と
し
て
半
島
に
移
住
し
て
き
た（
（1
（

。

オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
の
成
立
と
と
も
に
、
人
口
過
多
の
ジ
ャ
ワ
か

ら
外
島
へ
の
移
住
の
動
き
が
起
こ
り
、
そ
の
一
部
が
マ
ラ
ヤ
に
も
到

来
し
た
の
で
あ
る
。

　
特
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
系
マ
レ
ー
人
が
多
か
っ
た
の
が
『
マ
ジ
ュ
リ

ス
』
の
発
行
地
で
あ
る
ス
ラ
ン
ゴ
ル
州
で
あ
っ
た
。
河
川
を
単
位
に

社
会
が
形
成
さ
れ
た
マ
レ
ー
世
界
に
あ
っ
て
、
ス
ラ
ン
ゴ
ル
は
大
河

川
を
持
た
な
い
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、
王
権
も
十
八
世
紀
に
ブ
ギ

ス
人
に
よ
り
建
て
ら
れ
た（
（1
（

。十
九
世
紀
半
ば
の
錫
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
り
、

豊
富
な
錫
鉱
床
を
持
つ
こ
の
地
に
華
人
移
民
が
殺
到
し
、
ス
ラ
ン
ゴ

ル
は
英
領
期
に
一
気
に
経
済
的
な
中
心
と
な
っ
た
。ス
ラ
ン
ゴ
ル
は
、

マ
ラ
ヤ
の
な
か
で
も
移
民
の
比
率
が
高
い
州
で
あ
っ
た
。

　
中
心
都
市
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ル
は
、
英
領
期
に
急
速
に
発
展
し
た
典

型
的
な
植
民
地
都
市
で
あ
っ
た
。
英
領
期
以
前
の
歴
史
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
が
、
錫
鉱
床
の
開
発
に
よ
り
大
量
の
移
民
を
集
め
て
急
拡

大
し
、
ス
ラ
ン
ゴ
ル
州
の
州
都
と
な
っ
た
。
人
口
は
、
華
人
、
イ
ン

ド
人
が
マ
レ
ー
人
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
。
く
わ
え
て
、
マ
レ
ー

人
も
ま
た
十
九
世
紀
以
降
に
移
住
し
た
人
び
と
で
あ
り
、
錫
採
掘
や

周
辺
で
の
コ
メ
や
野
菜
の
栽
培
に
従
事
し
た
ス
マ
ト
ラ
出
身
者
で

あ
っ
た
［
坪
井 

二
〇
〇
四
、A

bdul R
azaqq 2018

］。『
マ
ジ
ュ

リ
ス
』
の
編
集
者
カ
ジ
ャ
イ
の
父
も
ス
マ
ト
ラ
・
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
か

ら
の
移
住
者
で
あ
り
、
移
民
二
世
と
い
う
点
で
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ル
の

マ
レ
ー
人
の
典
型
で
あ
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
当
局
も
マ
レ
ー
系
移
民
の
存
在
を
認
識
し
て
お
り
、
セ

ン
サ
ス
で
は
「
外
来
マ
レ
ー
人
（foreign M

alays

）」
を
地
元
の

マ
レ
ー
人
と
は
区
別
し
よ
う
と
し
た
。
一
九
三
一
年
の
セ
ン
サ
ス
で

は
、マ
レ
ー
人
種
を
「
マ
レ
ー
人
」
と
「
他
の
マ
レ
ー
シ
ア
人
（O

ther 
M

alaysians

）」（
（1
（

に
分
け
た
。
こ
の
結
果
、
ス
ラ
ン
ゴ
ル
州
で
は
マ

レ
ー
人
の
約
四
六
％
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
系
の
出
自
を
持
つ
「
他
の
マ

レ
ー
シ
ア
人
」
で
あ
っ
た（
（1
（

。
た
だ
し
、
こ
の
数
値
は
自
己
申
告
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
客
観
的
な
指
標
と
は
い
え
な
い
。
実
際
、
ス
マ

ト
ラ
出
身
者
の
多
く
が
マ
レ
ー
人
を
称
し
た
こ
と
が
報
告
書
で
指
摘

さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、文
化
的
に
近
い
ス
マ
ト
ラ
出
身
者
が
マ
レ
ー
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人
に
同
化
し
や
す
か
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。「
移
民
の
側
に

出
自
を
あ
か
す
こ
と
に
強
い
抵
抗
が
あ
り
、
ス
マ
ト
ラ
か
ら
の
移
民

は
『
外
来
』
で
あ
る
こ
と
を
隠
し
た
方
が
有
利
で
あ
る
と
感
じ
る
者

が
多
い
」
た
め
で
も
あ
っ
た[ Census 1931: 76]

。

　
マ
レ
ー
半
島
に
お
け
る
マ
レ
ー
人
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
応
じ

て
、絶
え
ざ
る
移
民
の
到
来
と
同
化
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
。マ
レ
ー

人
と
い
う
人
間
集
団
が
マ
ラ
ヤ
と
い
う
政
体
の
領
域
を
越
え
て
移
動

し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
種
概
念
で
は
う
ま
く
切
り
取
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
マ
レ
ー
人
の
多
様
性
・
重
層
性
と
移
民
の
存

在
は
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
作
ろ
う
と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
に
と
っ
て

大
き
な
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

二
　
マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

　
　
の
位
置
づ
け

『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
と
マ
レ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

　
本
節
で
は
、
マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
か
ら
の
移
民
を
ど
う
と
ら
え
て
い
た
か
を
マ
レ
ー
語
紙
『
マ

ジ
ュ
リ
ス
』
の
議
論
を
め
ぐ
っ
て
検
討
す
る
。

　『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
は
、
一
九
三
一
年
一
二
月
十
七
日
に
ク
ア
ラ
ル

ン
プ
ル
で
創
刊
さ
れ
た
。
官
報
に
よ
る
と
、
創
刊
号
の
発
行
部
数
は

二
千
部
と
さ
れ
る[ Proudfoot 1985: 11]

。
当
初
は
週
二
回
の
発

行
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
七
年
三
月
以
降
週
三
回
と
な
っ
た
。
初
代

編
集
者
カ
ジ
ャ
イ
は
、「
マ
レ
ー
語
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
父
」
と
も

呼
ば
れ
た
マ
レ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
論
客
で
あ
っ
た
。『
マ
ジ
ュ

リ
ス
』
は
一
九
三
〇
年
代
の
マ
レ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
翼
を

担
っ
た
新
聞
と
位
置
づ
け
ら
れ
る（
（1
（

。

　『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』創
刊
号
の
一
面
で
は
、「
緒
言（Pendahuluan

）」

と
し
て
、
同
紙
の
創
刊
の
目
的
が
う
た
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
同
紙

が
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ル
に
お
け
る
最
初
の
マ
レ
ー
語
紙
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
、
民
族
（bangsa

）、
祖
国
（w

atan

）、
宗
教
（agam

a

）

の
た
め
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。「（
マ
レ
ー
）
民
族
」
が
前
面

に
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
同
紙
の
マ
レ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て

の
性
格
を
示
し
て
い
る[ M

ajlis 1937.12.17: 1]

。

　
し
か
し
同
時
に
、
記
事
は
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
マ
レ
ー
人
の
分
裂
状

況
を
指
摘
し
た
。
マ
レ
ー
人
が
ク
ダ
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
、
ク
ラ
ン
タ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
、
王
権
や
地
域
ご
と
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ス
ラ
ン
ゴ
ル
人
は
ム
ラ
カ
で
「
よ
そ
者
」
と

み
な
さ
れ
、ト
レ
ン
ガ
ヌ
人
は
ペ
ラ
で
「
よ
そ
者
」
と
さ
れ
て
い
る
。

マ
レ
ー
人
が
ば
ら
ば
ら
と
な
っ
て
混
乱
が
生
じ
、
外
来
民
族
か
ら
取

り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
記
事
は
、「
我
々
が
同
じ
マ
レ
ー
人
を
よ

そ
者
と
地
元
民
と
に
分
け
る
な
ら
ば
、
マ
レ
ー
人
は
団
結
、
交
流
で

は
な
く
離
散
し
て
し
ま
う
」と
指
摘
し
、「
意
見
や
教
訓
を
導
く
の
は
、

マ
レ
ー
、
祖
国
、
宗
教
以
外
に
な
い
」
と
し
て
、
マ
レ
ー
人
の
団
結
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を
訴
え
た[ M

ajlis 1937.12.17: 1]

。

　
第
三
号
で
は
、
華
人
、
イ
ン
ド
人
の
活
動
に
懸
念
が
示
さ
れ
、
対

抗
心
が
あ
ら
わ
に
さ
れ
て
い
る
。
社
説
「
マ
レ
ー
人
の
栄
光
は
外

来
民
族
の
な
か
に
埋
も
れ
て
名
ば
か
り
に
」
に
よ
れ
ば
、「
外
来
民

族
（bangsa asing
）」
の
到
来
に
よ
り
、「
マ
レ
ー
の
国
（negeri 

M
elayu

）」
と
は
名
ば
か
り
と
な
り
、
名
前
す
ら
消
え
か
ね
な
い

状
況
に
あ
る
。
マ
レ
ー
の
国
の
名
を
守
り
、
土
地
の
子
（putera 

bum
i

）、
現
地
人
（anak negeri

）
が
「
マ
レ
ー
」
で
あ
り
続
け

ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張
さ
れ
た[ M

ajlis 1931.12.24: 1]

。

　
こ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
マ
レ
ー
人
が
「
現
地
人
（
英
語
で

はnatives

）」
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
背
景
に
は
、
前
節
で

述
べ
た
親
マ
レ
ー
人
政
策
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
現
地
人
た
る
マ
レ
ー

人
を
行
政
的
に
優
遇
す
る
政
策
で
あ
る
が
、
移
民
と
み
な
さ
れ
て
い

た
華
人
、
イ
ン
ド
人
も
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
徐
々
に
定
着
傾
向

を
見
せ
、
マ
ラ
ヤ
生
ま
れ
の
移
民
二
世
、
三
世
が
増
え
た（
（1
（

。
彼
ら

は
、「
マ
ラ
ヤ
人
（M

alayan

）」
を
称
し
、
マ
レ
ー
人
と
同
等
の

権
利
を
要
求
し
た
。
社
説
で
は
、
国
名
を
「
マ
ラ
ヤ
」
と
し
、
地
元

民
を
「
マ
ラ
ヤ
ン
」
と
す
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
て
い
る
と
指
摘
し

た
。
マ
ラ
ヤ
ン
民
族
が
土
地
の
子
の
な
か
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
と

反
発
し
、
現
地
人
は
マ
レ
ー
人
、
国
の
名
前
は
マ
レ
ー
で
あ
る
と
強

調
し
た[ M

ajlis 1931.12.24: 1]

。
現
地
人
と
し
て
の
権
利
を
持

つ
の
は
マ
レ
ー
（
血
統
）
か
、
マ
ラ
ヤ
（
出
生
地
）
か
と
い
う
論
点

は
、戦
後
に
ま
で
も
ち
こ
さ
れ
る
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
マ
レ
ー
・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
マ
レ
ー
人
が
現
地
人
で
あ
る
こ
と
を
一
貫
し

て
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
マ
レ
ー
人
の
現
地
人
性
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
新
聞
同
士
で
言
語
を

ま
た
い
で
行
わ
れ
た
。
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ル
で
は
、英
語
紙
『
マ
レ
ー
・

メ
イ
ル
』
が
非
マ
レ
ー
人
（
マ
ラ
ヤ
ン
）
の
意
見
を
代
表
し
、『
マ
ジ
ュ

リ
ス
』
が
マ
レ
ー
人
を
代
表
し
た
。
た
び
た
び
マ
レ
ー
人
の
行
政
的

特
権
を
批
判
す
る
『
マ
レ
ー
・
メ
イ
ル
』
に
対
し
、『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』

は
逐
一
反
論
し
た
。

　
論
争
の
争
点
の
一
つ
が
「
外
来
マ
レ
ー
人
」
の
存
在
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
、
公
式
に
は
マ
ラ
ヤ
の
現
地
人
と
し
て
の
マ
レ
ー
人
に
分
類

さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ラ
ヤ
外
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
の
出
自

を
持
つ
。
英
語
紙
は
、
華
人
や
イ
ン
ド
人
と
同
様
に
外
来
者
で
あ
る

は
ず
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
系
の
人
び
と
が
マ
レ
ー
人
と
し
て
権
利
を
得

て
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
。

　
一
九
三
二
年
三
月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
移
民
が
華
人
、
イ
ン

ド
人
移
民
よ
り
も
権
利
を
得
て
い
る
と
い
う
批
判
に
対
し
て
、『
マ

ジ
ュ
リ
ス
』
は
、「
な
ぜ
『
マ
レ
ー
・
メ
イ
ル
』
が
半
島
マ
レ
ー
人

と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
、
地
元
の
マ
レ
ー
人
と
外
来
マ
レ
ー
人
と
の
間

の
状
況
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
か
理
解
に
苦
し
む
」
と
反
論
し
た
。

そ
し
て
、「
彼
ら
は
血
統
、
言
語
、
宗
教
そ
の
他
を
共
有
す
る
同
胞

で
あ
り
、
統
治
す
る
民
族
が
違
う
か
ら
と
い
っ
て
わ
か
れ
る
こ
と
は
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な
い
」
と
し
て
、
マ
レ
ー
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
び
と
の
「
同
胞

性
」
を
強
調
し
た
。
記
事
に
よ
れ
ば
、
パ
タ
ニ
は
シ
ャ
ム
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
は
オ
ラ
ン
ダ
、
テ
ィ
モ
ー
ル
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
半
島
は
イ
ギ

リ
ス
の
統
治
下
に
あ
る
が
、
人
々
の
同
胞
関
係
は
永
遠
で
あ
る
。
一

方
で
、
華
人
は
半
島
で
世
代
を
経
て
も
中
国
か
ら
来
た
ば
か
り
の
新

参
の
華
人
と
交
わ
ろ
う
と
す
る
。
逆
に
、
人
間
の
同
胞
関
係
は
一
つ

の
民
族
の
統
治
に
よ
っ
て
の
み
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
。セ
イ
ロ
ン
、

香
港
、
海
峡
植
民
地
、
キ
プ
ロ
ス
島
な
ど
は
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
だ

が
、
各
地
の
人
々
は
同
胞
で
は
な
い
。
香
港
の
華
人
は
セ
イ
ロ
ン
で

権
利
を
持
つ
わ
け
で
は
な
く
、そ
の
逆
も
し
か
り
で
あ
る
。『
マ
ジ
ュ

リ
ス
』
は
、
政
治
的
境
界
と
民
族
の
同
胞
関
係
に
関
係
は
な
い
と
主

張
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
系
移
民
も
マ
レ
ー
人
で
あ
る
と
擁
護
し
た
の

で
あ
る[ M

ajlis 1932.3.11: 1]

。

マ
レ
ー
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
部
の
分
裂

　
同
時
に
、『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
の
「
緒
言
」
が
触
れ
た
よ
う
に
、マ
レ
ー

人
自
身
が
「
外
来
者
」
を
区
別
し
よ
う
と
す
る
意
識
も
た
び
た
び
議

論
の
対
象
と
な
っ
た
。

　
一
九
三
二
年
五
月
、「
プ
ル
リ
ス
の
ペ
ラ
人
」
を
名
乗
る
読
者
が

『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
に
投
書
し
、
ペ
ラ
の
ペ
ラ
人
（Perakeans

）、
ス

ラ
ン
ゴ
ル
の
ス
ラ
ン
ゴ
ル
人
（Selangoreans

）
な
ど
に
細
分
化

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
レ
ー
人
の
名
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

と
指
摘
し
た
。
筆
者
は
、
マ
レ
ー
人
自
身
が
マ
レ
ー
民
族
を
分
割
し

た
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
主
張
し
、「
マ
ラ
ヤ
ン
」
も
や
が

て
マ
レ
ー
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
し
ま
う
時
が
来
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
懸
念
を
示
し
た[ M

ajlis 1932.5.19: 7]

。

　『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
の
創
刊
直
後
の
一
九
三
二
年
に
盛
ん
に
と
り
あ

げ
ら
れ
た
の
が
、
ヌ
グ
リ
ス
ン
ビ
ラ
ン
州
で
西
ス
マ
ト
ラ
に
出
自
を

持
つ
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
人
が
マ
レ
ー
人
の
定
期
市
へ
の
参
加
を
拒
否
さ

れ
た
と
い
う
出
来
事
で
あ
っ
た
。
ム
ラ
カ
海
峡
を
挟
ん
で
ス
マ
ト
ラ

と
対
面
す
る
ヌ
グ
リ
ス
ン
ビ
ラ
ン
は
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
人
に
よ
り
建

国
さ
れ
た
王
権
を
持
ち
、
住
民
の
多
く
が
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
の
出
自
で

あ
る
。
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
人
の
独
自
の
母
系
制
の
慣
習
も
ヌ
グ
リ
ス
ン

ビ
ラ
ン
に
入
っ
て
き
て
い
る
。
十
九
世
紀
以
降
、
新
た
に
ス
マ
ト
ラ

か
ら
移
住
し
て
き
た
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
人
も
多
く
、
マ
レ
ー
人
と
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
系
移
民
の
境
界
が
特
に
曖
昧
な
地
域
で
あ
っ
た
。
定
期
市

は
、
イ
ギ
リ
ス
が
現
地
人
の
経
済
振
興
の
た
め
に
奨
励
し
て
い
た
も

の
で
、
参
加
者
が
「
現
地
人
」
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
た
の
で

あ
る
。

　
ヌ
グ
リ
ス
ン
ビ
ラ
ン
州
に
隣
接
し
、
同
じ
く
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
系
の

住
民
が
多
い
ム
ラ
カ
在
住
の
筆
名
ア
ス
マ
ラ
（Asm

ara

）
は
、
こ

の
問
題
で
た
び
た
び
『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
に
寄
稿
し
た
。
一
九
三
二
年

十
一
月
に
「
半
島
マ
レ
ー
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
人
：
ミ
ナ

ン
カ
バ
ウ
人
は
排
除
さ
れ
る
？
」
と
い
う
記
事
を
寄
稿
し
、
初
め
て
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こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
た
。ア
ス
マ
ラ
は
、「
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
・
マ
レ
ー

人
と
ヌ
グ
リ
ス
ン
ビ
ラ
ン
の
現
地
人
を
区
別
す
る
の
は
、
王
権
の
出

自
が
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
で
あ
り
、
慣
習
も
ま
た
母
系
制
の
ミ
ナ
ン
カ
バ

ウ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
」と
指
摘
し
た
。そ
し
て
、「
半

島
の
ウ
ン
マ
は
、
マ
ラ
ヤ
ン
民
族
を
こ
の
国
に
受
け
入
れ
る
よ
り
も

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
同
胞
た
ち
を
受
け
入
れ
た
い
」と
続
け
た
。
彼
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
人
は
半
島
マ
レ
ー
人
よ
り
も
発
展
し
て
お

り
、
マ
ラ
ヤ
の
同
胞
の
手
本
と
な
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
そ
の
う

え
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
新
聞
に
こ
の
件
で
声
を
上
げ
る
よ
う
訴
え

た
の
で
あ
る[ M

ajlis 1932.11.17: 1]
。

　
さ
ら
に
ア
ス
マ
ラ
は
翌
月
の
寄
稿
に
お
い
て
、
マ
ラ
ヤ
各
地
の
マ

レ
ー
語
紙
が
こ
の
問
題
に
高
い
関
心
を
寄
せ
た
と
強
調
し
た（
（1
（

。
さ
ら

に
、
ア
ス
マ
ラ
が
指
摘
し
た
の
は
、
土
地
に
関
し
て
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
は
マ
レ
ー
人
と
同
様
の
権
利
を
持
つ
と
い
う
点
で
あ
っ
た

[ M
ajlis 1932.12.8: 1]

。
こ
れ
は
、
一
九
一
三
年
に
制
定
さ
れ
た

「
マ
レ
ー
人
保
留
地
法
（M

alay Reservation Enactm
ent

）」

を
指
す
。
こ
の
法
律
は
、
ゴ
ム
栽
培
の
急
速
な
拡
大
の
な
か
で
、
マ

レ
ー
人
の
土
地
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
こ
で

マ
レ
ー
人
が
初
め
て
法
的
に
定
義
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
マ
レ
ー

人
は
、「
マ
ラ
ヤ
の
人
種
の
い
ず
れ
か
に
属
し
、
マ
レ
ー
語
も
し
く

は
マ
ラ
ヤ
の
い
ず
れ
か
の
言
語
を
日
常
的
に
話
し
、
イ
ス
ラ
ム
教
を

遵
守
す
る
も
の
」
と
さ
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
系
移
民
を
含
む
こ
と
が

確
認
さ
れ
た（
（1
（

。

　
同
時
に
、
ア
ス
マ
ラ
は
、
半
島
マ
レ
ー
人
は
外
来
民
族
よ
り
も
数

が
少
な
い
こ
と
も
指
摘
す
る
。
一
九
三
一
年
セ
ン
サ
ス
で
は
、
現
地

人
で
あ
る
は
ず
の
マ
レ
ー
人
は
、
す
で
に
数
の
う
え
で
も
華
人
、
イ

ン
ド
人
に
凌
駕
さ
れ
て
い
た（
（1
（

。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
含
め
る
こ
と
で

マ
レ
ー
人
の
数
を
増
や
し
、
と
も
に
「
マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
人
」
と
し

て
権
利
を
得
る
こ
と
が
両
者
の
利
益
と
な
る
と
訴
え
た
の
で
あ
る

[ M
ajlis 1932.12.8: 1]

。
外
来
民
族
の
台
頭
に
危
機
感
を
抱
く
ア

ス
マ
ラ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
マ
レ
ー
人
の

数
を
増
や
し
て
、
華
人
、
イ
ン
ド
人
に
対
抗
す
る
方
策
を
思
い
描
い

た
の
で
あ
る
。

　
ア
ス
マ
ラ
は
、
翌
一
九
三
三
年
二
月
に
「
半
島
マ
レ
ー
人
と
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
人
」と
い
う
記
事
を
寄
稿
し
た
。記
事
に
よ
れ
ば
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
「
常
に
イ
ン
ド
・
中
国
系
の
利
益
を
代
表
す
る
新

聞
」
で
あ
る
『
マ
ラ
ヤ
ン
・
デ
イ
リ
ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（M

alayan 
D

aily Express

）』
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
土
地
の
子
（son of the 

soil

）
を
名
乗
る
人
物
の
論
説
を
載
せ
た
。
引
用
に
よ
れ
ば
、マ
レ
ー

人
と
は
、
マ
ラ
ヤ
に
祖
先
を
も
つ
マ
レ
ー
人
で
あ
り
、
ス
マ
ト
ラ
や

ジ
ャ
ワ
で
生
ま
れ
て
マ
ラ
ヤ
で
教
育
を
受
け
た
ス
マ
ト
ラ
・
マ
レ
ー
、

ジ
ャ
ワ
・
マ
レ
ー
人
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
マ
ラ
ヤ
生
ま
れ
の
華

人
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
イ
ン
ド
人
は
マ
ラ
ヤ
外
の
生
ま
れ
の
ス
マ
ト

ラ
、
ジ
ャ
ワ
・
マ
レ
ー
人
よ
り
も
多
く
の
権
利
を
持
つ
べ
き
と
主
張
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し
た
の
で
あ
る
。
対
し
て
ア
ス
マ
ラ
は
、「
数
が
少
な
け
れ
ば
華
人

や
イ
ン
ド
人
に
追
い
立
て
ら
れ
て
し
ま
う
」
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
か
ら
多
く
の
人
が
定
住
す
る
こ
と
を
歓
迎
し
た
。記
事
に
よ
れ
ば
、

マ
ラ
ヤ
で
は
国
民
が
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
流
動
的
な
移
民
、
商
人

か
ら
な
る
。
こ
の
た
め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
マ
ラ
ヤ
に
迎
え
、
新

た
な
マ
レ
ー
民
族
を
作
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
た
の
で
あ
る[ M

ajlis 
1933.2.6: 1]

。

民
族
の
政
治
と
外
来
マ
レ
ー
人
を
め
ぐ
る
論
争

　『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
の
社
説
で
も
定
期
市
の
問
題
は
扱
わ
れ
た
が
、

そ
の
内
容
は
マ
ラ
ヤ
ン
へ
の
対
抗
の
た
め
に
マ
レ
ー
人
の
団
結
を
訴

え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
三
二
年
十
一
月
の
社
説
「
分
裂
の
芽
が

育
っ
て
い
る
」
で
は
、
マ
レ
ー
人
の
定
義
の
議
論
の
な
か
で
ミ
ナ
ン

カ
バ
ウ
人
を
は
じ
め
と
す
る
外
来
マ
レ
ー
人
が
除
外
さ
れ
る
こ
と
に

懸
念
を
示
し
た
。
こ
の
分
裂
は
外
来
マ
レ
ー
人
と
地
元
マ
レ
ー
人
の

間
の
み
な
ら
ず
、
地
元
民
同
士
で
も
起
こ
る
に
違
い
な
い
。
真
の
脅

威
は
華
人
で
あ
る
と
し
て
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
人
を
排
除
す
る
決
定
を

下
し
た
定
期
市
の
委
員
会
を
批
判
す
る
一
方
で
、
地
元
民
の
度
量
も

必
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
マ
ラ
ヤ
ン
民
族
に
よ
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
人
に
対
す
る
批
判
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
外
来
マ

レ
ー
人
と
地
元
マ
レ
ー
人
に
分
け
る
す
べ
て
の
壁
を
捨
て
去
ら
ね
ば

な
ら
な
い
と
強
調
し
た[ M

ajlis 1932.11.17: 5]

。

　
翌
月
の
社
説
「
マ
ラ
ヤ
ン
は
外
来
マ
レ
ー
人
を
フ
ァ
リ
サ
イ
派
に

し
た
が
っ
て
い
る
」
が
と
り
あ
げ
た
の
は
、
海
峡
植
民
地
に
お
い
て

マ
レ
ー
語
学
校
が
無
償
な
の
に
対
し
て
、
華
語
学
校
が
有
償
で
あ
る

こ
と
へ
の
華
人
か
ら
の
批
判
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ワ
人
な
ど
が
無
償
で

教
育
が
受
け
ら
れ
る
の
は
不
公
平
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
記
事
は
、
マ
レ
ー
人
が
マ
レ
ー
諸
島
の
現
地
人
で
あ
る
こ

と
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
系
の
移
民
が
半
島
に

来
た
と
き
に
こ
と
さ
ら
に
権
利
を
要
求
す
る
こ
と
は
な
く
、
政
庁

は
彼
ら
の
た
め
の
保
護
局（
（1
（

を
設
け
な
か
っ
た
と
主
張
し
た
。
彼
ら

が
行
政
上
マ
レ
ー
人
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
る[ M

ajlis 
1932.12.22: 5]

。

　
一
九
三
三
年
十
一
月
に
は
、再
び
『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
と
『
マ
レ
ー
・

メ
イ
ル
』
と
の
論
争
が
起
こ
っ
た
。『
マ
レ
ー
・
メ
イ
ル
』
が
ピ
ラ
ー

ト（Pilate

）と
い
う
筆
名
の
人
物
に
よ
る「
マ
レ
ー
人
と
は
誰
か
？
」

と
い
う
投
書
を
掲
載
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
マ
レ
ー
人
は
半
島
の

原
住
民
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
半
島
の
原
住
民
は
現
在
オ
ラ
ン
・

ア
ス
リ
（O

rang Asli

）
と
呼
ば
れ
る
人
々
で
あ
り
、
マ
レ
ー
人

は
マ
ラ
ヤ
の
土
地
の
子
で
は
な
い
。
筆
者
は
、
五
〇
年
前
ス
ラ
ン
ゴ

ル
州
に
い
た
マ
レ
ー
人
は
二
万
人
に
過
ぎ
ず
、
一
九
三
一
年
セ
ン
サ

ス
の
時
点
で
も
十
二
万
あ
ま
り
の
マ
レ
ー
人
の
う
ち
三
万
三
千
人
は

他
所
生
ま
れ
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
マ
レ
ー
人
の
多
く
は
、
華
人
と

同
様
に
、
マ
レ
ー
半
島
に
最
近
や
っ
て
き
た
新
参
者
に
過
ぎ
な
い
と
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一
九
三
〇
年
代
の
マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
み
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
坪
井
）

強
調
し
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
近
年
に
な
っ
て
ス
マ
ト
ラ
、
ジ
ャ

ワ
、
バ
ン
ジ
ャ
ル
、
ブ
ギ
ス
な
ど
の
マ
レ
ー
諸
島
の
人
々
が
や
っ
て

き
て
、「
土
地
の
子
」
と
し
て
の
権
利
を
得
て
い
る
と
批
判
し
た
の

で
あ
る[ M

ajlis 1933.11.23: 5]

。
対
し
て
『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
は
、

華
人
や
イ
ン
ド
人
が
こ
の
地
に
や
っ
て
来
た
時
に
は
マ
レ
ー
人
は
す

で
に
旗
を
掲
げ
て
お
り
、
所
有
権
は
世
界
に
認
め
ら
れ
て
い
た
と
反

論
し
た[ M

ajlis 1933.11.20: 5]

。

　
そ
の
後
も
、『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
で
は
、
散
発
的
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
を
現
地
人
と
み
な
す
こ
と
へ
の
批
判
に
対
す
る
反
論
が
掲
載
さ
れ

た
。
一
九
三
四
年
十
一
月
の
社
説
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
人
は

マ
ラ
ヤ
ン
に
疑
わ
れ
て
い
る
」
で
は
、マ
ラ
ヤ
ン
の
批
判
に
対
し
て
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
人
が
王
権
に
忠
誠
を
誓
っ
て
開
発
に
貢
献

し
た
こ
と
を
強
調
し
、
彼
ら
の
よ
う
に
な
り
た
け
れ
ば
そ
の
道
程
を

学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
訴
え
た[ M

ajlis 1934.11.25: 5]
。

　
一
九
三
六
年
五
月
の
社
説
「
一
つ
の
国
家
、
一
つ
の
民
族
、
一
つ

の
利
益
」
で
は
、
ペ
ナ
ン
で
「
外
来
民
族
の
代
弁
者
と
し
て
知
ら
れ

る
」
著
名
な
英
語
紙
が
、
外
来
民
族
に
マ
レ
ー
諸
州
の
行
政
職
の
扉

を
閉
ざ
す
と
言
明
し
た
高
等
弁
務
官
の
発
言
を
批
判
し
た
こ
と
を
と

り
あ
げ
た
。
そ
の
新
聞
は
、
マ
ラ
ヤ
に
住
む
外
来
民
族
も
利
益
を
共

有
す
る
民
族
の
一
部
で
あ
る
と
主
張
し
、
ス
マ
ト
ラ
人
や
ジ
ャ
ワ
人

を
マ
レ
ー
人
と
み
な
す
な
ら
ば
、
こ
の
地
で
生
ま
れ
、
こ
の
国
を
祖

国
と
し
て
い
る
外
来
民
族
も
地
元
民
と
み
な
す
べ
き
と
主
張
し
た
。

『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
系
住
民
は
マ
レ
ー
王
権
に
忠

誠
を
誓
い
、
マ
レ
ー
の
慣
習
を
守
り
、
イ
ス
ラ
ム
を
奉
じ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
外
来
民
族
が
マ
レ
ー
州
の
王
権
に
忠
誠
を
誓
う
の
は
口

先
だ
け
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
、
両
者
の
違
い
を
強
調
し
た[ M

ajlis 
1936.5.18: 5]

。 

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
マ
レ
ー
人
に
含
ま
れ
る
か
は
、
マ
レ
ー
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
部
に
も
異
論
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
マ

レ
ー
人
と
華
人
な
ど
非
マ
レ
ー
人
と
の
政
治
的
権
利
を
め
ぐ
る
対
立

の
一
部
で
も
あ
っ
た
。
英
語
紙
と
の
論
争
の
な
か
で
、
マ
レ
ー
語
紙

は
結
束
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
マ
レ
ー
人
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

た
。
彼
ら
の
マ
レ
ー
人
性
は
、
民
族
の
政
治
の
な
か
で
確
認
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

三
　
マ
ラ
ヤ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
交
錯

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
紙
と
の
論
争

　
本
節
で
は
、『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
に
よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
紙
の
引

用
を
と
り
あ
げ
、
同
紙
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
び
と
の
マ
ラ
ヤ
に
対

す
る
視
線
を
ど
う
受
け
止
め
た
の
か
を
示
す
。マ
レ
ー
語
は
マ
レ
ー
・

イ
ス
ラ
ム
世
界
の
共
通
語
で
あ
り
、
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
も

と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
の
マ
ラ
ヤ
の
出
版
活
動
が
主
に
ジ
ャ
ウ
ィ

（
ア
ラ
ビ
ア
文
字
）
で
行
わ
れ
た
の
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
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は
早
い
段
階
で
ロ
ー
マ
字
が
普
及
し
て
い
た
と
い
う
違
い
は
見
ら
れ

た
が
、
言
語
は
共
有
さ
れ
て
お
り
、
相
互
に
参
照
・
対
話
が
可
能
で

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
政
体
を
異
に
す
る
両
者
の
認
識
は
異
な
る
も
の

で
あ
っ
た
。

　『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
が
特
に
引
用
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
紙
は
、
北

ス
マ
ト
ラ
・
メ
ダ
ン
で
発
行
さ
れ
て
い
た
『
プ
ワ
ル
タ
・
デ
リ

（Pew
arta D

eli

）』
で
あ
っ
た
。
メ
ダ
ン
は
、
ス
マ
ト
ラ
に
お
け

る
植
民
地
経
済
の
中
心
で
あ
り
、
出
版
の
中
心
で
も
あ
っ
た
。
メ
ダ

ン
の
海
峡
の
対
岸
で
あ
る
ペ
ナ
ン
と
の
間
の
人
の
往
来
も
盛
ん
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
出
版
物
の
交
流
も
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
九
三
三
年
五
月
十
一
日
の
『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
の
社
説
は
、『
プ

ワ
ル
タ
・
デ
リ
』
を
「
半
島
の
動
き
や
ニ
ュ
ー
ス
を
観
察
す
る
の
が

と
て
も
好
き
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
新
聞
で
、
半
島
の
議
論
に
加
わ
っ

て
こ
な
か
っ
た
た
め
し
が
な
い
」と
形
容
し
た
。記
事
に
よ
れ
ば
、『
プ

ワ
ル
タ
・
デ
リ
』
は
、
一
九
三
三
年
初
め
に
ペ
ナ
ン
の
マ
レ
ー
語
紙

『
ブ
ミ
プ
ト
ラ
（Bum

iputera

）』
と
半
島
マ
レ
ー
語
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
マ
レ
ー
語
に
関
し
て
論
争
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
四
月
三
〇

日
、
五
月
一
日
に
「
マ
ラ
ヤ
の
新
聞
に
対
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
影

響
力
」
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
た
。
こ
の
記
事
は
、
半
島
の
マ
レ
ー

語
紙
は
政
庁
に
関
心
を
持
た
れ
て
い
な
い
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
っ
て

印
刷
さ
れ
て
い
る
、
英
語
紙
、
華
語
紙
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
を
引
用
し
て

い
る
な
ど
、
マ
レ
ー
語
紙
の
影
響
力
を
低
く
み
る
論
評
を
複
数
含
ん

で
い
た[ Pew

arta D
eli 1933.4.30; 1933.5.1]

。
こ
れ
に
対
し

て
『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
は
、
政
府
は
職
員
に
マ
レ
ー
語
紙
の
翻
訳
を
さ

せ
て
お
り
、
政
府
は
関
心
を
持
っ
て
マ
レ
ー
・
ウ
ン
マ
の
意
見
を
聞

い
て
い
る
こ
と
、
同
紙
が
自
身
の
印
刷
所
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
英

語
紙
か
ら
引
用
を
し
て
い
る
が
、
華
語
紙
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
を
引
用
し

た
こ
と
は
な
い
こ
と
な
ど
、
逐
一
反
論
し
た[ M

ajlis 1933.5.11: 
5]

。
　
さ
ら
に
、
一
九
三
四
年
二
月
十
二
日
の
社
説
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

半
島
」
で
は
、『
プ
ワ
ル
タ
・
デ
リ
』
に
お
け
る
筆
名
Ｍ
Ｍ
に
よ
る

マ
ラ
ヤ
に
関
す
る
論
説
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
こ
こ
で
も
、『
ブ
ミ

プ
ト
ラ
』
紙
と
の
論
争
が
起
こ
っ
た
。
Ｍ
Ｍ
の
論
説
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
お
け
る
国
民
党
や
共
産
党
の
よ
う
な
政
党
が
な
く
、
政
治
意

識
が
低
い
と
マ
ラ
ヤ
を
批
判
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』

は
、
Ｍ
Ｍ
が
「
遠
く
か
ら
眼
鏡
越
し
に
見
た
だ
け
」
で
、「
半
島
の

人
民
の
真
実
を
と
ら
え
て
い
な
い
」
と
反
発
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
よ
う
な
反
植
民
地
運
動
が
な
い
と
は
い
え
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義

に
服
従
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
批
判
が
い

か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
マ
レ
ー
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
宗
教
、
血

統
、
言
語
を
同
じ
と
す
る
こ
と
は
忘
れ
る
べ
き
で
な
い
と
逆
批
判
し

た
の
で
あ
る[ M

ajlis 1934.2.12: 5]

。

　
前
記
の
社
説
と
同
じ
号
の
『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
で
は
、
筆
名
Ａ
・
Ｎ

と
い
う
人
物
が
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
半
島
」
と
い
う
記
事
を
寄
稿
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し
、
Ｍ
Ｍ
に
対
す
る
反
発
を
示
し
た
。
記
事
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
半
島
の
人
々
は
民
族
、
言
語
、
宗
教
を
共
に
す
る
が
、
政
治

的
に
は
別
の
政
府
の
も
と
に
あ
る
。
マ
ラ
ヤ
の
人
び
と
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
を
純
粋
な
同
種
の
同
胞
と
み
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

書
き
手
は
こ
の
世
界
を
オ
ラ
ン
ダ
製
の
政
治
の
眼
鏡
で
み
て
、
イ
ギ

リ
ス
統
治
下
の
マ
ラ
ヤ
政
治
を
批
判
す
る
。
こ
れ
は
「
余
計
な
お
世

話
（M

ind your ow
n business

）」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
筆
者
は
、
マ
ラ
ヤ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
治
的
な
状
況
や
認
識
の

違
い
を
指
摘
し
た
。『
プ
ワ
ル
タ
・
デ
リ
』
で
Ｍ
Ｍ
が
夢
見
て
い
る

独
立
は
、イ
ギ
リ
ス
帝
国
内
で
は
必
須
の
要
素
で
は
な
い
。
カ
ナ
ダ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
は
自
治
領
と
な
っ
た
。
多
く
の
カ

ナ
ダ
人
は
フ
ラ
ン
ス
系
、
南
ア
フ
リ
カ
は
オ
ラ
ン
ダ
系
で
あ
る
。
大

英
帝
国
は
広
く
、
領
内
の
多
く
の
国
家
・
民
族
の
文
明
や
発
展
の
段

階
は
多
様
で
あ
る
た
め
、
各
民
族
・
国
家
は
広
い
世
界
の
な
か
で
彼

ら
に
ふ
さ
わ
し
い
地
位
に
つ
い
て
よ
く
観
察
・
比
較
し
て
い
る
。
一

方
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
経
済
状
況
を
改
善
し
な
け
れ
ば
、
オ
ラ

ン
ダ
に
解
放
さ
れ
て
も
経
済
が
弱
体
化
し
す
ぐ
に
他
国
に
支
配
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
マ
ラ
ヤ
で
も
、「
半
島
が
中
国
の
十
九
番
目

の
省
に
な
り
た
く
な
け
れ
ば
」、
経
済
を
発
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、「
マ
ラ
ヤ
が
華
人
に
占
領
さ
れ
た
ら
、
ス
マ
ト
ラ
の
政
治

の
景
色
も
変
わ
る
」
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
マ
ラ
ヤ
ン
と
対
決

す
る
こ
と
が
我
々
（O

rang K
ita

、
マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
人
と
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
の
双
方
を
指
す
）
の
利
益
で
あ
る
と
訴
え
た[ M

ajlis 
1934.2.12: 6]

。

　
一
九
三
四
年
十
一
月
、『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
は
再
び
Ｍ
Ｍ
の
論
説
を

引
用
し
た
。
同
じ
く
メ
ダ
ン
の
『
シ
ナ
ル
・
デ
リ
（Sinar D

eli

）』

紙
に
お
い
て
、
独
立
し
て
い
な
い
民
族
は
、
保
護
領
と
し
て
い
く
ら

発
展
し
て
い
た
と
し
て
も
、
世
界
的
に
み
れ
ば
独
立
し
た
民
族
よ
り

水
準
が
低
い
と
論
評
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
マ

ラ
ヤ
の
状
況
を
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
。対
し
て『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』は
、

マ
レ
ー
半
島
は
イ
ギ
リ
ス
の
保
護
下
に
あ
り
、
世
界
的
に
み
て
政
治

的
関
係
の
権
利
も
イ
ギ
リ
ス
民
族
の
手
に
握
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認

め
な
が
ら
も
、
も
し
必
要
な
ら
半
島
の
利
益
に
関
し
て
申
し
立
て
る

権
利
を
持
っ
て
お
り
、
政
治
的
関
係
は
運
動
の
み
で
築
か
れ
る
も
の

で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
半
島
に
は
政
党
が
一
つ
も
な
い
が
、
政
府

と
マ
レ
ー
民
族
と
の
間
に
は
信
頼
関
係
が
あ
り
、マ
レ
ー
民
族
は「
独

立（
（2
（

」
し
て
い
る
の
だ
と
主
張
し
た[ M

ajlis 1934.1.4: 5]

。

　
一
九
三
七
年
一
月
に
も
、『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
の
社
説
は
『
プ
ワ
ル

タ
・
デ
リ
』の
記
事
を
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
が
半
島
の
マ
レ
ー
語
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
よ
り
も
質
が
低

い
と
述
べ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
影

響
さ
れ
、
半
島
マ
レ
ー
語
に
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
語
彙
が
多
い
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
記
事
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

が
ス
ル
タ
ン
・
イ
ド
リ
ス
師
範
学
校
（Sultan Idris Training 
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史
苑
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九
巻
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）
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（

を
訪
れ
、
生
徒
た
ち
は
監
禁
さ
れ
た
馬
の
よ
う
だ
と
批

判
し
た
と
も
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
友
人
た
ち

は
こ
の
よ
う
な
批
判
が
双
方
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な
い
と
知

る
べ
き
で
あ
る
」
と
強
調
し
た[ M

ajlis 1937.1.11: 7]

。
上
記
の

記
事
の
中
に
は
、
マ
ラ
ヤ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
移
民
の
流
入
に

頼
っ
て
い
る
と
も
指
摘
さ
れ
た
。
両
地
域
間
の
人
的
交
流
が
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
か
ら
マ
ラ
ヤ
へ
と
い
う
一
方
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
、

マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
語
紙
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
が
優
越
感
を
持
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
た
。

　
一
連
の
記
事
か
ら
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
か
ら
の
マ
ラ
ヤ
を
見
下

す
記
事
に
対
し
て
、『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
な
ど
マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
語
紙

が
反
論
す
る
構
図
が
見
え
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
高
揚
は
自
意
識
の
高
ま
り
を
も
た
ら
し
た
反
面
、
マ
ラ
ヤ
の
状
況

を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
未
発
達
と
み
な
す
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
新
聞
の
引
用
か
ら
う
か
が
え
る
両
者
の
関
係
は
良
好
と

は
い
え
ず
、
む
し
ろ
対
抗
意
識
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

民
族
組
織
の
設
立
と
植
民
地
の
枠
組
み

　
一
九
三
〇
年
代
後
半
の
マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

課
題
と
な
っ
た
の
は
、
マ
レ
ー
人
に
よ
る
政
治
組
織
の
設
立
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
は
、
加
入
資
格
と
し
て
の
マ
レ
ー
人
の
定
義
が
再
び
問

題
と
さ
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
関
係
に
も
焦
点
が
当
た
っ
た
。

　
ま
ず
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

の
組
織
の
結
成
で
あ
っ
た
。
政
治
組
織
の
点
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

方
が
先
行
し
て
い
た
た
め
、
マ
ラ
ヤ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
組
織
化

が
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
六
年
九
月
、
こ
の
時
点
で
『
マ

ジ
ュ
リ
ス
』
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
『
ワ
ル
タ
・
マ
ラ
ヤ
』
へ
と
移
っ

て
い
た
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
ヒ
ム
・
カ
ジ
ャ
イ
は
、
ス
ラ
ン
ゴ
ル
州
に
お

け
る
マ
ラ
ヤ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
協
会
の
結
成
に
つ
い
て
報
じ
て
い
る
。

既
述
の
通
り
、
同
州
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
系
の
人
口
は
多
か
っ
た
。

結
成
の
た
め
の
会
議
の
議
長
は
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ル
近
郊
ウ
ル
・
ゴ
ン

バ
ク
の
村
長
で
、
八
十
人
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
者
が
出
席
し
た
と

い
う[ M

ajlis 1936.9.28: 8]

。

　
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
マ
ラ
ヤ
で
も
州
単
位
の
マ
レ
ー

人
協
会
が
次
々
と
立
ち
上
げ
ら
れ
た（
（2
（

。
た
だ
し
、
協
会
は
州
単
位
の

規
模
に
と
ど
ま
り
、
マ
ラ
ヤ
全
体
で
の
マ
レ
ー
人
協
会
設
立
の
動
き

は
挫
折
し
、
第
二
次
大
戦
後
に
持
ち
越
さ
れ
た
。
最
大
の
要
因
は
、

マ
レ
ー
人
と
し
て
の
入
会
資
格
を
め
ぐ
っ
て
各
州
の
代
表
が
一
致
で

き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
マ
レ
ー
人
性
は
重
層
的
で
あ
り
、
地
域

差
も
大
き
か
っ
た
。
イ
ン
ド
系
、
ア
ラ
ブ
系
の
ム
ス
リ
ム
や
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
系
の
人
び
と
が
マ
レ
ー
人
協
会
に
加
入
で
き
る
か
ど
う
か

は
重
要
な
論
点
で
あ
っ
た[ R

off 1994: 235-247]

。

　
一
九
三
九
年
七
月
、『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
は
社
説
で
「
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
と
は
だ
れ
か
？
」
と
問
う
た
。
こ
れ
は
、
ペ
ナ
ン
に
お
け
る
イ
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ン
ド
ネ
シ
ア
人
組
織
の
結
成
を
う
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
記
事
に
よ

れ
ば
、
そ
の
目
的
は
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
運
動
精
神
を
も
た

ら
す
た
め
」
で
あ
っ
た
が
、
マ
ラ
ヤ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
人

協
会
の
組
織
は
望
ま
し
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

と
マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
人
に
違
い
は
な
く
、「
こ
の
国
の
マ
レ
ー
人
の

九
〇
％
近
く
は
ス
マ
ト
ラ
、
バ
ジ
ャ
ウ
、
ブ
ギ
ス
な
ど
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
出
自
を
も
つ
か
、
も
し
く
は
混
血
者
」
の
た
め
で
あ
る
。
マ
ラ

ヤ
の
マ
レ
ー
人
と
血
統
と
宗
教
、
慣
習
を
共
有
す
る
民
族
で
あ
り
、

違
い
は
全
く
な
い
と
い
う
の
で
あ
る[ M

ajlis 1939.7.12: 7]

。

　
記
事
は
、
マ
レ
ー
人
を
細
か
く
分
け
て
し
ま
う
こ
と
の
危
険
性
を

強
調
す
る
。
民
族
と
し
て
弱
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
。
マ
ラ

ヤ
で
は
、
現
在
は
外
来
マ
レ
ー
人
を
分
け
る
こ
と
を
し
な
く
な
っ
た

た
め
、
ペ
ラ
、
ス
ラ
ン
ゴ
ル
、
パ
ハ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ペ
ナ
ン

で
マ
レ
ー
人
協
会
が
結
成
さ
れ
、
一
つ
の
マ
レ
ー
民
族
の
た
め
の
場

が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
党
な
ど
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
民
族
主
義
組
織
も
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
マ
レ
ー
民
族
を
一

つ
の
方
向
性
に
向
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
人
が
マ
レ
ー
人
と
同
等
の
権
利
を
持
つ
こ
と
も
強
調
し
た
。

ス
ラ
ン
ゴ
ル
・
マ
レ
ー
人
協
会
で
も
、
マ
レ
ー
人
を
「
マ
レ
ー
諸
島

周
辺
に
出
自
を
持
つ
マ
レ
ー
民
族
」
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
マ

レ
ー
人
も
含
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
マ
ラ
ヤ

で
別
個
の
組
織
を
立
ち
上
げ
る
必
要
は
な
い
と
結
論
付
け
た
の
で
あ

る[ M
ajlis 1939.7.12: 7]

（
（2
（

。

　
一
九
三
〇
年
代
後
半
、
マ
レ
ー
人
の
民
族
組
織
の
立
ち
上
げ
に
進

ん
だ
と
き
、
マ
ラ
ヤ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
政
体
の
違
い
が
ふ
た

た
び
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
政
治
的
な
運
動
と
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
が
展
開
さ
れ
る
場
合
、
人
々
の
文
化
的
共
通
性
よ
り
も
、
運
動
が

働
き
か
け
る
政
治
単
位
の
違
い
が
強
調
さ
れ
た
。
マ
ラ
ヤ
と
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
容
易
に
交
わ
ら
ず
、
対
抗
意
識
を
抱

え
な
が
ら
別
個
に
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
本
論
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
マ
レ
ー
民
族
主
義
者
か
ら
み
た
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
位
置
づ
け
を
検
討
し
た
。
本
論
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事

は
以
下
の
点
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
存
在
は
、
マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
人
に

と
っ
て
、「
現
地
人
性
」
を
曖
昧
に
し
た
。
マ
レ
ー
人
の
な
か
に
も

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
系
の
人
び
と
を
外
来
者
と
し
て
区
別
す
る
認
識
が
存

在
し
、
華
人
な
ど
非
マ
レ
ー
人
は
彼
ら
を
引
き
合
い
に
出
し
て
自
ら

の
権
利
の
正
統
性
を
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
マ
レ
ー
語
紙
は

マ
ラ
ヤ
ン
の
主
張
に
反
駁
す
る
過
程
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
マ
レ
ー

人
性
を
強
調
し
た
。
こ
の
議
論
を
通
じ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
マ

レ
ー
人
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
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第
二
に
、
言
語
を
共
有
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
お
よ
び
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
紙
に
対
し
て
、『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
な
ど
マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
語

紙
は
常
に
関
心
を
払
っ
て
い
た
。
と
く
に
、
メ
ダ
ン
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
紙
は
常
に
参
照
し
て
お
り
、
と
き
に
政
治
的
境
界
を
越
え
た
論

争
が
生
じ
た
。

　
第
三
に
、
メ
ダ
ン
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
紙
と
マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
語

紙
は
相
互
に
参
照
し
あ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
関
係
性
は
協
調
と
い
う

よ
り
も
独
立
的
で
、
と
き
に
対
立
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
側
か
ら
マ
ラ
ヤ
側
を
低
く
み
る
言
説
に
マ
ラ
ヤ
側
が
反
発
し

た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
民
族
組
織
の
結
成
に
あ
た
っ
て
も
、
マ
ラ

ヤ
の
マ
レ
ー
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
間
に
は
溝
が
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
言
語
を
共
有
し
、
文
化
的
な
近
接
性
が
あ
る
と
は
い
え
、
マ
ラ

ヤ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
別
の
政
治
体
制
の
も
と
で
発
展
し
た
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
必
ず
し
も
目
的
を
共
有
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
示

し
て
い
る
。

　
マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
み
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
お
よ
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
、
異
物
で
あ
り
続
け
た
。
重
層
的
な

マ
レ
ー
人
性
か
ら
均
質
な
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
構
想
す
る
に
あ
た
り
、
人

間
集
団
と
領
域
の
不
一
致
が
生
じ
た
と
き
、
マ
ラ
ヤ
と
い
う
領
域
の

方
が
よ
り
強
力
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
マ
ラ
ヤ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
交
わ
ら
ず
、『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
移
民
を
同
化
さ
せ
る
形
で
マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
人
を
作
る
方
向
へ

と
向
か
っ
た
。
た
だ
し
、
マ
レ
ー
人
の
越
境
性
は
、
公
的
な
マ
レ
ー

人
概
念
を
揺
る
が
す
要
素
と
し
て
そ
の
後
も
残
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
本
論
は
マ
ラ
ヤ
側
の
資
料
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
か
ら
み
た
マ
ラ
ヤ
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
ず
、
両
者
の
関
係

の
全
体
像
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。
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左
右
田
直
規
二
〇
〇
五
「
植
民
地
教
育
と
マ
レ
ー
民
族
意
識
の
形
成

―
戦
前
期
の
英
領
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
師
範
学
校
教
育
に
関
す
る

一
考
察
」『
東
南
ア
ジ
ア
―
歴
史
と
文
化
―
』
三
四
号
、
三
―

三
九
頁
。

坪
井
祐
司
二
〇
〇
四
「
英
領
期
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
「
マ
レ
ー
人
」
枠

組
み
の
形
成
と
移
民
の
位
置
づ
け
―
ス
ラ
ン
ゴ
ル
州
の
プ
ン
フ

ル
を
事
例
に
―
」、『
東
南
ア
ジ
ア
―
歴
史
と
文
化
―
』
三
三
号
、

三
―
二
五
頁
。

―
―
―
―. 

二
〇
一
六
「
一
九
三
〇
年
代
初
頭
の
英
領
マ
ラ
ヤ
に
お
け

る
マ
レ
ー
人
性
を
め
ぐ
る
論
争
―
ジ
ャ
ウ
ィ
新
聞
『
マ
ジ
ュ
リ

ス
』
の
分
析
か
ら
マ
ジ
ュ
リ
ス
」『
東
南
ア
ジ
ア
―
歴
史
と
文

化
―
』
四
五
号
、
五
―
二
四
頁
。

註（１
）
当
時
の
植
民
地
の
呼
称
と
し
て
は
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
で
あ
る

が
、
本
論
が
扱
う
一
九
三
〇
年
代
は
す
で
に「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」
と
い

う
語
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
間
で
は
使
用
さ
れ
て
お
り
、
扱
う
史
料

も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
呼
ん
で
い
る
た
め
、
本
論
で
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

と
表
記
す
る
。

（
2
）「
マ
レ
ー
人
性
」
に
つ
い
て
は
、[B

arnard (ed) 2004]

の
諸
論
文

が
様
々
な
角
度
か
ら
論
じ
て
い
る
が
、
前
近
代
に
流
動
的
で
あ
っ
た

マ
レ
ー
人
性
と
現
代
の
画
一
化
さ
れ
た
民
族
概
念
が
対
照
さ
れ
る
傾

向
が
あ
り
、
流
動
性
と
画
一
化
の
圧
力
の
相
克
に
つ
い
て
は
十
分
に

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

（
3
）
マ
レ
ー
人
左
派
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
主
流
派
が
イ
ギ
リ
ス

と
の
協
調
路
線
で
マ
レ
ー
人
の
地
位
向
上
を
目
指
し
た
の
に
対
し

て
、
即
時
独
立
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
族
主
義
と
の
連
携
を
訴
え
た

[Aljunied 2015]

。

（
4
）
た
と
え
ば
、
戦
前
期
の
マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に

関
す
る
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
、[R

off 1994; M
ilner 1995; 

2008] 

な
ど
が
あ
る
。
戦
後
の
脱
植
民
地
化
過
程
の
マ
ラ
ヤ
と
ス
マ

ト
ラ
を
比
較
し
た
研
究
と
し
て[A

riffin 2015]

が
あ
る
。
な
お
、
本

論
は
マ
ラ
ヤ
側
か
ら
み
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
関
す
る
資
料
・
研
究
に

議
論
を
限
定
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
か
ら
の
視
点
に
つ
い
て
は
別
稿

に
譲
り
た
い
。

（
5
）
カ
ジ
ャ
イ
は
、
一
八
九
四
年
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ル
近
郊
の
ス
タ
パ

ク（Setapak

）
で
生
ま
れ
た
。
メ
ッ
カ
に
渡
り
、
父
親
の
も
と
で
宗

教
を
学
ん
だ
後
、
マ
ラ
ヤ
に
戻
っ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
身
を
投
じ

た
。
ペ
ナ
ン
の『
サ
ウ
ダ
ラ（Saudara

）』、『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の『
ワ
ル
タ･

マ
ラ
ヤ（W

arta M
alaya

）』、『
ウ
ト
ゥ
サ
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坪
井
）

ン･

ム
ラ
ユ（U

tusan M
elayu

）』
な
ど
有
力
マ
レ
ー
語
紙
の
編
集

に
あ
た
っ
た
。
伝
記
と
し
て
、[Abdul Latif 1984]

が
あ
る
。

（
6
）
マ
レ
ー
語
定
期
刊
行
物
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
マ
レ
ー

語
出
版
物
全
体
の
歴
史
を
扱
っ
た
も
の[A

bdul Latiff 1985]

、

特
定
の
媒
体
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
は
あ
る
が[Siti R

odziyah 
2009]

、
媒
体
間
の
関
係
性
を
扱
っ
た
も
の
は
少
な
い
。
と
く
に
、
マ

ラ
ヤ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
関
係
を
扱
っ
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

（
7
）
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は
、
マ
ラ
ヤ
の
セ
ン
サ
ス
を
に
お
け
る
人
種
の
変

遷
を
整
理
し
、
植
民
地
当
局
が
人
種
概
念
を
編
集
し
て
い
く
過
程
を

明
ら
か
に
し
た[H

irshm
an 1987]

。

（
8
）「
親
マ
レ
ー
人
政
策
」
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
マ
レ
ー
人
の
土

地
保
有
の
保
護
や
官
僚
制
度
に
お
け
る
登
用
が
挙
げ
ら
れ
る[R

off 
1994: 113-125]

。

（
9
）
英
領
マ
ラ
ヤ
は
、
直
轄
領
で
あ
る
海
峡
植
民
地（
ペ
ナ
ン
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
ム
ラ
カ
、
一
八
二
六
年
成
立
）
と
保
護
領
と
な
っ
た
マ
レ
ー

王
権
を
核
と
し
た
九
つ
の
マ
レ
ー
諸
州
に
分
か
れ
て
い
た
。

（
10
）
マ
レ
ー
半
島
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
系
移
民
の
歴
史
を
扱
っ

た
研
究
と
し
て
、
ジ
ャ
ワ
人
を
扱
っ
た[K

hazin 1984]
、
ス
マ
ト

ラ
移
民
を
扱
っ
た[ A

bdul-R
azaqq and K

hoo 2003; A
bdul-

R
azaqq 2018]

な
ど
が
あ
る
。

（
11
）
ブ
ギ
ス
人
は
、
も
と
も
と
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
の
海
洋
民
で
あ
っ
た
が
、

十
八
世
紀
に
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
大
挙
と
し
て
移
動
し
、
リ
ア
ウ
諸
島

を
拠
点
と
し
た
。
ス
ラ
ン
ゴ
ル
王
権
を
立
て
た
の
は
リ
ア
ウ
の
貴
族

の
家
系
で
あ
っ
た
。

（
12
）
こ
こ
で
の「
マ
レ
ー
シ
ア
」
と
は
、
マ
レ
ー
群
島（
現
在
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
）
の
意
味
で
あ
り
、
現
在
の
国
家
名
称
と
は
指
す
内
容
が
異

な
る
。

（
13
）
一
九
三
一
年
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
ス
ラ
ン
ゴ
ル
州
の
マ
レ
ー
人
の

内
訳

総
　
計

マ
レ
ー

ジ
ャ
ワ

（
パ
ウ
ェ
ア

ン
含
む
）

ス
マ
ト
ラ

（
リ
ア
ウ
リ

ン
ガ
含
む
）
ボ
ル
ネ
オ
そ
の
他

イ
ン
ド
ネ

シ
ア

オ
ラ
ン
ア

ス
リ

そ
の
他

一
二
万
　

二
八
六
八
六
万
　
　

四
四
三
六

三
万
　
　

四
八
一
八

一
万
　
　

四
五
七
三

六
三
二
五

二
八
五

二
三
八
三

三
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
典
：V

lileland 1932

を
も
と
に
筆
者
が
作
成

（
14
）
マ
レ
ー
語
の
定
期
刊
行
物
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
急
増
し
た

[H
am

edi 2002: 14]

。
こ
の
背
景
に
は
、
植
民
地
都
市
の
発
展
に
と

も
な
う
出
版
技
術
の
普
及
や
学
校
教
育
の
拡
大
に
よ
る
識
字
率
の
向

上
な
ど
に
よ
り
、
出
版
業
に
携
わ
る
現
地
人
が
増
加
し
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
は
い
り
、
新
聞
は
ニ
ュ
ー
ス
の
み
な

ら
ず
社
説
に
代
表
さ
れ
る
政
治
的
意
見
を
前
面
に
押
し
出
す
よ
う
に

な
っ
た[Em

anuel 2010]

。

（
15
）
一
九
三
一
年
セ
ン
サ
ス
で
は
、
ス
ラ
ン
ゴ
ル
州
の
華
人
の
約

三
二
％
、
イ
ン
ド
人
の
約
二
三
％
が
マ
ラ
ヤ
生
ま
れ
で
あ
っ
た（
マ

レ
ー
人
は
約
七
二
％
）。
人
口
数
で
い
え
ば
、
マ
ラ
ヤ
生
ま
れ
の
華
人

は
七
万
六
七
六
一
人
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
マ
ラ
ヤ
生
ま
れ
の
マ
レ
ー
人

八
万
八
〇
七
三
人
に
迫
る
勢
い
を
示
し
た[Vlieland 1932: 151]

。

（
16
）『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
の
ほ
か
に
、『
ワ
ル
タ
・
マ
ラ
ヤ
』
や
ム
ラ
カ
の『
ス

ア
ラ
・
ブ
ナ
ル（Suara Benar

）』、ク
ラ
ン
の『
リ
ダ
・
ブ
ナ
ル（Lidah 

B
enar

）』
と
い
っ
た
マ
レ
ー
語
紙
が
こ
の
問
題
に
論
説
を
載
せ
た
と

い
う[M

ajlis 1932.12.8: 1]

。

（
17
）
マ
レ
ー
人
保
留
地
法
は
、「
マ
レ
ー
人
保
留
地
」
と
い
う
区
画
を

設
定
し
、
そ
の
内
部
に
お
い
て
マ
レ
ー
人
以
外
の
土
地
取
引
を
禁
じ

る
内
容
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
マ
レ
ー
人
が
具
体
的
に
定
義
さ
れ
た
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史
苑
（
第
七
九
巻
第
一
号
）

[K
ratoska 1983]

。

（
18
）
一
九
三
一
年
の
ス
ラ
ン
ゴ
ル
州
の
人
口
は
五
三
万
三
一
九
七
人

で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
マ
レ
ー
人
一
二
万
二
八
六
八
人
、
華
人

二
四
万
一
三
五
一
人
、
イ
ン
ド
人
一
五
万
五
九
二
四
人
で
あ
っ
た

[V
lieland 1932: 120-121]

。

（
19
）
華
人
に
対
し
て
は
、
彼
ら
を
管
轄
す
る
専
門
の
行
政
部
局
で
あ
り

華
人
保
護
局（C

hinese Protectorate

）
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
イ

ン
ド
人
は
労
働
局（Labour D

epartm
ent

）
が
管
轄
し
て
い
た

[Parm
er 1960]

。
一
方
で
、
マ
レ
ー
人
移
民
を
管
轄
す
る
行
政
部

局
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

（
20
）
マ
レ
ー
語
の
独
立
を
意
味
す
るm

erdeka

と
い
う
単
語
は
、
も
と

も
と
は「
自
由
」
を
意
味
し
た
。

（
21
）
ス
ル
タ
ン
・
イ
ド
リ
ス
師
範
学
校
は
、
一
九
二
二
年
に
ペ
ラ
州
タ

ン
ジ
ョ
ン
・
マ
リ
ム（Tanjong M

alim
）
に
設
立
さ
れ
た
マ
レ
ー
人

教
員
養
成
の
た
め
の
学
校
で
あ
っ
た
。
同
校
は
マ
レ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
一
つ
の
拠
点
と
な
っ
た［
左
右
田
二
〇
〇
五
］。

（
22
）
マ
レ
ー
人
協
会
は
、
一
九
二
六
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
結
成
さ

れ
た
も
の
が
そ
の
最
初
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
三
七
年
に
ペ
ラ
、

一
九
三
八
年
に
パ
ハ
ン
、
ス
ラ
ン
ゴ
ル
な
ど
、
州
ご
と
の
マ
レ
ー
人

協
会
の
結
成
が
続
い
た[Roff 1968: 119-123]

。

（
23
）
こ
の
記
事
が
出
さ
れ
た
時
期
、『
マ
ジ
ュ
リ
ス
』
の
編
集
に
は
イ
ブ

ラ
ヒ
ム
・
ヤ
ア
コ
ブ（Ibrahim

 Y
aakob

）
が
加
わ
っ
て
い
た
。
彼

は「
マ
レ
ー
人
左
派
」
と
し
て
マ
ラ
ヤ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
合
同
を

訴
え
た
論
客
で
あ
り
、
こ
の
記
事
か
ら
は
彼
の
思
想
の
一
端
が
読
み

取
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
名
桜
大
学
国
際
学
群
上
級
准
教
授
）



－  96  －－  96  －

一
九
三
〇
年
代
の
マ
ラ
ヤ
の
マ
レ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
み
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
坪
井
）

The Perceptions of Malay Nationalists regarding Indonesia
 during the 1930s

 
TSUBOI, Yuji

 
This study examined the perceptions of Malay nationalists regarding 

Indonesia during the 1930s by analysing Majlis, a Malay newspaper 
published in Kuala Lumpur at that time. Historically, the Malay Peninsula 
and Sumatra, across the Melaka (Malacca) Straits, formed a single maritime 
region that connected the Malay people making the Malay language 
the lingua franca. However, during the 19th century, both sides were 
separated due to the colonisation by the British (Malaya) and the Dutch 
(East Indies).

In the early 20th century, when Malay nationalism had developed, 
the nationalists faced a discrepancy between Malay ethnicity and the 
polity of Malaya. Although Malays were officially regarded as natives of 
Malaya, there were a considerable number of Malay immigrants with 
Indonesian origins. These Malays faced criticism from non-Malays, such 
as the Chinese and Indians, since they enjoyed the same privileges of 
native Malays, despite their foreign origins. They further demanded the 
same rights as native Malays for being Malayan born. Meanwhile, the 
Malay papers emphasised the ‘Malayness’ of Indonesians both culturally 
and politically, and thus, reconfirmed that the Indonesians were Malays.

Malay nationalism in Malaya eventually developed separately from 
Indonesian nationalism, along with the formation of respective national 
associations. Sharing the Malay/Indonesian language, Indonesian and 
Malay papers referred to one another between the Malay Peninsula and 
Sumatra. However, their relationship was somewhat turbulent, since 
there was an ongoing sense of nationalistic rivalry. As a result, Malay 
and Indonesian nationalism, which was developed within respective 
political frameworks, could not be unified, despite their linguistic and 
cultural proximity. For the Malay nationalists, Indonesia continued to 
be foreign elements. In order to conceptualize a homogeneous nation 
through multilayered Malayness, when a discrepancy between the ethnic 
and the political framework occurred, the areal framework was preceded. 
As the result, Majlis promoted Malay nationalism by focusing on the 
assimilation of Indonesian immigrants.
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